
 

 

 

 
2026年３月 27日 

各      位 
 

会  社  名   ヤマト インターナショナル株式会社 

   代 表 者 名   取 締 役 社 長   盤 若  智 基 

      （コード番号  ８１２７ 東証スタンダード） 

                         問 合 せ 先   常務執行役員IR経営企画室長 保田 大輔   

                                ＴＥＬ（０３）５４９３－５６２９ 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績動向を踏まえ、2025年 10月 10日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたの

で、お知らせいたします。 
記 
 

●業績予想の修正について 
 
2026年８月期第２四半期累計期間連結業績予想数値の修正（2025年９月１日～2026年２月 28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属
する中間純利益 

１株当たり 
中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
10,700 

百万円 
85 

百万円 
130 

百万円 
90 

円 銭 
4.40 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,400 △50 30 75 3.67 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △300 △135 △100 △15  
増  減  率 （  ％  ） △2.8 - △76.9 △16.7  

（ご参考）前期第２四半期実績 
(2025 年８月期第２四半期) 

10,539 38 103 75 3.65 

 
2026年８月期通期連結業績予想数値の修正（2025年９月１日～2026年８月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

１株当たり 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
20,500 

百万円 
180 

百万円 
270 

百万円 
200 

円 銭 
9.77 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 20,500 180 270 200 9.77 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 0 0 0 0  
増  減  率 （  ％  ） 0.0 0.0 0.0 0.0  
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 2 5 年 ８ 月 期 ） 

19,444 △201 △62 143 6.97 

 

2026年８月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（2025年９月１日～2026年２月 28日） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
１ 株 当 た り 
中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
10,700 

百万円 
115 

百万円 
80 

円 銭 
3.91 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 10,400 12 70 3.42 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △300 △103 △10  

増  減  率 （  ％  ） △2.8 △89.6 △12.5  

（ご参考）前期第２四半期実績 
( 2 0 25 年８月期第２四半期) 

10,539 102 82 3.99 

 
2026年８月期通期個別業績予想数値の修正（2025年９月１日～2026年８月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 
20,500 

百万円 
240 

百万円 
180 

円 銭 
8.79 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 20,500 240 180 8.79 
増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 0 0 0  
増  減  率 （  ％  ） 0.0 0.0 0.0  
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 2 0 2 5 年 ８ 月 期 ） 

19,444 △96 128 6.25 



 

 

 

修正の理由 

１．連結業績 

  当第２四半期連結累計期間につきましては、近年の猛暑・残暑に対応するべく臨んだ夏物において、結果

的には過度な対応となったことで次シーズンである秋物へも影響し、特に商戦の山場となる 10 月の不振が

売上・利益面ともに大きく影響いたしました。11 月以降に挽回を図ってまいりましたが、上期計画を下回

る見込みとなりましたので当初予想を修正いたします。 

  通期の連結業績予想につきましては、第３・第４四半期においても予測不能な気象状況並びに地政学リス

クに伴う円安や物価高騰が個人消費に与える影響等、先行き不透明な状況は続くと思われますが、順調に推

移する春物の初動、並びに中期ビジョン「Yamato 2026」で掲げた各課題に注力することで、2025 年 10 月

10日公表の通期予想数値に据え置いた計画としております。 

  なお再修正が必要な事象が生じた際には速やかに開示いたします。 

２．個別業績 

  当第２四半期累計期間の個別業績予想につきましては、連結業績と同様の状況により当初の予想数値を下 

回る見込みであります。 

 また通期の個別業績予想につきましても、連結業績予想と同様に当初の予想数値を据え置いた計画として 

おります。 

  

 ※なお、配当予想の修正はありません。 

 

 （注）本資料に記載されている修正予想の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で 

  あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


